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○婚姻や出生などの節目の届け出の際には、子育て施
策等の書類を渡すだけではなく、少しでも時間をとっ
て説明するなど、サービス向上に努めていただきた
い。

○子育て相談者と担当部署の間に入り、要件に応じて
両者をつなぐコンシェルジュ制度を検討していただ
きたい。

 

○乳牛育成センター敷地の返還については、地元の意
見を尊重して適切に対応していただきたい。

○農業のブランド化は、イメージ・生産者の意欲・注
目を高めるため、ブランド協議会も含めて取り組ん
でいただきたい。 

問 獣害防護柵の効果について。 

答 約 3,200 万円で推移していた共済被害額が昨年度
は約 2,500 万円となり、一定の効果はあったと考

えています。また、猟友会に委託している駆除について
は、ハンターが高齢化し、罠の管理やシカ・イノシシの
処分の手間など多くの課題があります。

○駆除した有害鳥獣を有効利用する仕組みについて、
定住自立圏の広い範囲の中で考えていただきたい。 

○学校の統廃合の検討については、まず、現在生活し
ている施設の安全・安心を確保した上で、地域の声
を聞きながら、より良い方向について検討していた
だきたい。 

問 幼稚園・保育所の正規職員の割合について。 

答 約 150 名の職員のうち、３分の１が正規職員、そ
れ以外は嘱託職員・アルバイトとなっています。

保育の質を上げるため、計画的に正規職員の採用をお
願いしたいと考えています。

○子育て支援のためには、幼稚園・保育園の安定した
職員数の確保をしていただきたい。 
 

問 市立図書館には読みたい本が少ないため、滝野な
ど市外の図書館に通う方もいる。

答 リクエストや他館からの取り寄せもできますので
相談してください。

○学校の本が古くなってきている
ので、図書館と各学校間の連携
を活発に実施していただきたい。

 
 

 
 

○いきいき委員会の活動
アイデアや実施方法に
ついて支援していただ
きたい。

○待機者数の状況によっ
ては新しい介護施設も
必要になってくるた
め、計画の見直しをし
ていただきたい。

○介護報酬の見直しによ
り、経営が厳しくなった事業所が倒れる可能性もあ
るので、市からの援助施策について検討いただきた
い。

 
 

○安定した持続可能な事業が求められるため、有収率
の向上や受水費の値下げ交渉などの経営努力につい
て引き続き努めていただきたい。

 
 

問 下水料金の値下げについて。 

答 加西市は地域も広く、下水道事業を一気に進めて
きた事情もあり、起債残高もかなり多くなってい

るため、今のところ明言はできません。

問 農業集落排水施設やコミュニティプラントの統廃
合について。

答 平成 30 年より 14 施設を廃止し公共下水道に順次
接続する予定で計画しています。

○農集やコミプラを公共につなぎ、できる限り下水道
料金を値下げしていただきたい。

○全体的に見れば償還金も減ってきており、引き続き
健全経営に努めていただきたい。

 
 

問 加西病院の今後の経営について。 

答 国の医療費抑制や急性期病床削減の流れの中で、
依然厳しい状況にあります。高齢化が進む中で身

近な病院としてなくてはならず、何とか踏ん張っている
ところです。

○医療・介護の制度改革が進む中で、一般会計の繰入
れ８億円で加西病院が守れるのかどうかということ
は非常に大きな課題である。

○高金利の起債については、制度が変わった場合には
早急に借り換えていただきたい。
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